
関西の色とりどり

自然の色

桜と言えば一目千本の吉野山、本居宣長も『菅笠日記』に「ここより見わたす
ところを一目千本とかいひて　大かたよし野のうちにも桜のおほかるかぎり
とぞいふなる」と桜を堪能している。吉野山の桜の見事さは山一面に広がる
桜の大パノラマかもしれないが、山桜の淡いピンクのバリエーションが素晴
らしい。1本1本の桜の色が微妙に異なり、桜色とは、かくも多彩なりかと感
心する。

淡い桜色が織りなすハーモニーは絶妙で、目映い陽光に輝く桜もいいが、少しもやったときの桜もいい。圧巻
は上千本の桜が西日に映えるときだ。西斜面を覆う桜が恥じらうように一斉に赤く染まり、それでいて淡く異
なる桜色を演出するのだ。（上島秀友　日本ペンクラブ会員）

桜色の吉野山

高田屋嘉兵衛を扱った司馬遼太郎の長編小説『菜の花の沖』によって、私の
淡路島の印象は「黄色」に染まっています。洲本市や淡路市には一面の菜の
花畑があり、早春から春真っ盛りの頃、晴れた日だと瀬戸内海の青と、空の
青と、うねるような丘陵を埋める菜の花の黄色が鮮やかなコントラストで
光って、とてもきれいです。その明るい風景を見ると、嘉兵衛のいわゆる「高
田屋外交」が今の世界でも生まれたら、世界に平和の兆しが…見えるだろう

に…と思ったりします。（西本梛枝　旅行作家）

淡路島の菜の花

和名を瑠璃唐草（るりからくさ）というネモフィラは、細かく枝分かれし、横方
向に広がりながら澄んだブルーの花を咲かせます。大阪まいしまシーサイド
パークでは、毎年4月中旬から5月上旬にかけて大阪湾が一望できる広大な
敷地に約100万株のネモフィラが咲き、丘一面を青く染め上げ、大阪湾の
広大な海、青く澄み渡った空が織り成す「プラチナムブルーの世界」を楽し
むことができます。

大阪まいしまシーサイドパークのネモフィラ

京田辺市に住んでいた頃、夏も近づく八十八夜・・・新茶の季節になると、近
所の農家は早朝からお茶摘みに大忙しの毎日。縁側でいただく摘みたての
新茶の美しい若緑とやわらかな味わいが懐かしい。京田辺～和束町の茶畑
を走り、朝宮の茶山を越えて信楽に抜ける。一面の茶畑の景色を眺めながら
のドライブは、爽やかな新緑の風と香りに包まれる。

（樋口須賀子　宮本順三記念館豆玩社ZUNZO館長）

南山城から信楽へ　新茶の若緑

馬見丘陵公園は、奈良県広陵町と河合町にまたがる広大な敷地を誇る公園
である。古墳や美しい池や森もある公園内には四季折々の花が植えられ、1
年中、花見がてらの散策が楽しめる。そして驚くべきことに、入園料金、駐車
料金ともに無料である。
そんな馬見丘陵公園に、数年前から植えられているのがコキアである。コキ
アは、乾燥した茎をほうきに用いるところから、和名で「ホウキギ」、または

「ははきぎ（箒木）」、「とんぶり」などと呼ばれることもある。コキアは円錐形の整った姿が印象的であるが、何
といっても春から初夏にかけての緑色が、秋になると紅葉して鮮やかな赤色になるのが素晴らしい。最近では
このコキアが次第に有名になり、テレビ局がわざわざ中継まで出すようになった。今日の関西を代表する色彩
美と言えよう。（小野恭靖　大阪教育大学教授）

馬見丘陵公園のコキア

マキノでは1981（昭和56）年、果樹園の防風林として約1.9㎞にわたってメ
タセコイアが植栽され、翌年にはこれに続く県道にも植栽され、現在は約
2.4㎞、510本のメタセコイア並木が続いています。1994（平成6）年には
「新・日本の街路樹100選」にも選定されました。落葉していた木々は春には
新緑になり、夏には深緑へ、秋には鮮やかな紅葉に、クライマックスの12月
上旬には真紅と

なり、道路は真紅の絨毯を敷きつめたような姿に
変わっていきます。葉を落とした木々にも、冬には
真っ白な雪の花が咲き、青空をバックに2.4㎞続
くメタセコイア並木は、1年を通して格好の被写
体となります。（谷口良一　森林インストラクター・体験民宿四季の森代表）

メタセコイア並木の絶景

大阪の海は青くない。学生の頃、大阪湾を「茅渟（ちぬ）の海は天女の寝姿の
頭の部分で趣がある」と教えてくれた先生がいました。瀬戸内海から続く海
が丸く囲まれているので、そう見えなくもありません。埋め立てで海が遠くな
り「もはや大阪に海はない」と言い切る方もおられるし、南港から瀬戸内海
航路を通るときも青い海を眺めたことはありません。港町神戸や西宮ヨット
ハーバー、六甲山系から見下ろすパノラマ等、海をしっかり感じられる北側

に比べ、大阪側はウォーターフロント開発でテーマパークはあるものの、海そのものを感じられる場所は少な
いと思います。
けれども夕陽は淡路島へと沈んでいくので、一年を通して見ることのできる「推し風景」があります。日没が近
付くと、巨船のように大きく膨らんだ太陽が空の色をオレンジ・ピンク・パープル・真赤………濃く淡くグラ
デーションを付けながら刻 と々変えていき、大きな光の帯は障害物であるビルや工場、煙突からたなびく煙ま
で全てを包み込んで染めるのです。そして目を落とせば、いつもは暗く澱む海がキラキラキラと残照を散りば
め、黄金の波のハーモニーを奏でています。防波堤の角や工場のすき間、ビルの窓やマンションのベランダ。
何処からでも見ることができる夕景。「茜の空と黄金の波が大阪の海の色」と言えます。

（谷内暁子　音楽家・フェスタきねづか実行委員会代表）

茅渟の海の色

有田みかん

秋から冬にかけて、和歌山市から紀南に向かうJRくろしおからは、右に青い太平洋、左には海南市の下津地
区辺りから有田市にかけてみかんの段々畑が広がり、たわわに実るみかんは「黄金色の花」が咲いたと表現さ
れる。（桂　文福　落語家・上方落語協会理事）

関西発着のパック旅行で北海道を旅したとき、地元の熟練バスガイドさん
が、みかんの木を初めて見たときの話をしてくれた。女子旅で訪れた晩秋の
和歌山で、車窓から山の斜面に点 と々黄色い何かが見えて、それは木になっ
ているみかんだと教えられてとても驚いたのだという。まあ話半分、関西人
へのリップサービスだろうとそのときは思ったけれども、考えてみれば、私は
りんごが木になっているところを実際に見たことがないし、バスガイドさんの

口調は結構真剣だったから、そんなものかもしれないと今は思っている。
大阪南部にもみかん畑はあるが、有名なのはやはり有田みかん。みかん農家の減少が言われて久しいが、JR
きのくに線の海南から藤並、湯浅あたりの山地には、段々のみかん畑を見ることができる。その斜面をうねる
レールを眺めるたびに、「みかん」と「トロッコ」があいまいに混じり合って浮かんでくる。

（神谷千春　NPO法人全日本大学開放推進機構研究員・介護福祉士）

関西は都心近くに豊かな自然があります。少し足を延ばせば、いたるところで日々の街の暮らしで
は見ることのできない自然の色を見ることができます。山、森、田畑、海、湖、河川など自然の景観
は、季節や時間ごとにさまざまな色に染まります。また、梅、桜、桃、菜の花、ひまわり、朝顔、コスモ
ス、彼岸花、水仙、椿など、季節ごとに色とりどりの花が咲き、数多くの名所があります。自然の色を
見るために、少し足を延ばしてみませんか。

自然の色はほかに、雪の伊吹山、蕪村と達治の雪の夜景、南紀の黒、かぎろいの緋色、若草山の若
葉、奈良の八重桜、慶沢園の花菖蒲、青紅葉、笠のそば畑、柚子の里・水尾、御堂筋のイチョウなど
をご紹介しています。

街の色

琵琶湖には周辺から多くの河川が流れ込んでいますが、流れ出る河川は瀬
田川一つです。この瀬田川に、古代には勢多橋が架けられていました。古代
の勢多橋は木造でしたので、戦いや乱などでしばしば壊され、また焼かれま
した。しかし交通の要衝に架けられた橋だけに、この橋は復活し続けたので
す。
現在、この瀬田川に瀬田唐橋が架かっています。2009（平成21）年、橋の欄

干が改修されることになり、木造色に塗り替えることが発表されましたが、「石山寺縁起絵巻」には勢多橋の
欄干は朱色に描かれていることから、住民から異論が出されました。そこで県は瀬田唐橋景観検討委員会を
設け、唐橋の色彩を検討した結果、2012（平成24）年、木造色と木肌色の中間色として、唐茶色に塗りかえら
れています。（小笠原好彦　滋賀大学名誉教授）

瀬田唐橋の欄干

四条通を高瀬川沿いに少しそれると突如として現れる、レトロな店構えの喫
茶ソワレ。扉を開けて中に入ると、店中を妖しく照らす青い光。店内の全てが
「青」に包まれ、幻想的な空間へと誘われる。戦後直ぐの1948（昭和23）年
創業で、インスタ映えなどと言い始めるはるか以前から続いている歴史ある
店舗であるが、これほど映える喫茶店もなかなかないように思う。そして特
筆すべきは、一見すると奇抜にも思える青い光の中で、驚くほどに落ち着く

空間があることである。まごうことなく美しき京都の遺産の一つであるといえよう。（増田朋記　弁護士）

喫茶ソワレ

ハッとしてドキッとさせられる街のランドマークといえば、大阪梅田の商業
施設HEP FIVE（ヘップファイブ)の赤い観覧車だ。「赤」が目に焼き付いては
離れない。洋服を買って、流行のパンケーキを食べて、「若者が乗るものだと
誰が決めたのか？」と異口同音の中高年の女友達と赤いボディーに搭乗。空
気をゆっくりとかきまわしながら、天空目ざして上昇していく。てっぺんに着
くと360度の大パノラマ、「世界の中心で愛を叫ぶ」わけではないが、そこは

やはり世界の中心だわねと誇らしげになった。
梅田界隈を通過するたびに見上げる赤い観覧車。昼食に入ったレストランの窓から見えた、放射線状に広が
る赤い鉄骨の迫力には驚かされた。観覧車の車軸の形状と構造をアップで見たのは初めてのこと、いつもは
遠目からだったから新鮮だった。街は再開発につぐ再開発で、見慣れたランドマークとて消えていく。どうか消
さないでほしいと願っている。（寺田　操　詩人・コラムニスト）

ランドマークは赤い観覧車

ほろ酔いでタクシーに乗って帰宅途中に仰ぎ見る、通天閣の天気予報の3色の色の帯が、生活の一部になっ
ている。（相羽秋夫　演芸評論家）

通天閣の天気予報

“通天閣のてっぺんの天気予報を知ってるかい　色のちがいをまちがうな　
赤は曇りだ晴れじゃない　白が晴れだよ　通天閣ブルース”、大西ユカリの
唄う『通天閣ブルース』の一節です。
通天閣の最上部には天気予報を知らせるための、上下2段からなるネオン
が設置されています。晴れ＝白、曇り＝オレンジ、雨＝青、雪＝ピンクの組み
合わせです。上段・下段ともに白なら「晴れ」、上段がオレンジで下段が青な

ら「曇り時々雨」か「曇り一時雨」または「曇りのち雨」です。晴れ→太陽→オレンジ、曇り→雲→白という連想
が一般的かと思いますが、この色は、気象庁の予報警報標識規則に準拠したものなのです。同規則には「天気
予報灯光標識は、天気の予報を表す白色灯、橙色灯、青色灯及び緑色灯の四種とする。」とあり、順に晴れ、曇
り、雨、雪を表すことになっています。ただし、通天閣では緑色は識別しにくいとの理由から、雪にはピンク色を
使用しています。（中島保則　日本気象予報士会　元副会長）

大阪湾の一部を埋立て造成した堺泉北臨海工業地帯（堺市、高石市、泉大
津市）の工場夜景が、新たな観光として注目されている。パイプや煙突のよ
うな塔が機能的に結合し、その構造美が夜間照明に照らされ、近未来都市
のような幻想的な光景を見せる。
周辺は平安時代「音に聞く高師の浜のあだ波は…」（百人一首、祐子内親王
家紀伊）と詠まれた白砂青松の地。戦後の高度成長期に石油、化学工場が

建設され、景勝地は一変。24時間操業の工場。さまざまな銀白色のパイプが縦横に伸び、赤白に色分けされ
た余剰ガス放出塔などが幾何学模様のように並ぶ。夜間、光は水面に美しく反射し、赤やオレンジ、黄色、白色
など多彩な色できらめく。
高石市は南海電鉄の協力でラッピング電車を走らせ、工場夜景を楽しむツアー、写真コンテストを実施。全国
工場夜景都市協議会（12都市加盟）にも参加、魅力を全国に発信している。この地は住宅地に近接しており、
昭和40年代には大規模な反公害運動が展開された。当時を知る者にはさまざまな思いが交錯する。

（山口安昭　前泉大津市文化フォーラムマネジャー）

堺泉北臨海工業地帯の工場夜景

夙川公園を歩いていると、教会の尖塔が目に入ってくる。「夙川の街を夙川
の街たらしめている小さな教会」と評されたカトリック夙川教会である。遠藤
周作は少年時代にこの教会で受洗したが、青年になって合わない洋服を着
せられたように感じ始めたことが、遠藤文学の原点になっている。『夙川の教
会』では、「少しうすよごれたクリーム色の建物」と著しているように、当時の
外観はくすんだ荘重な色合いであった。その後、阪神・淡路大震災後の改修

工事により、壁は夙川らしい明るく淡い桜色に塗り替えられ、「兵庫県景観形成重要建築物」にも指定される
など、この街の宝石と呼ばれるに相応しい輝きを放っている。
遠藤周作が鐘楼に登り悪戯で鳴らしたカリヨンは日本最古のものと伝えられ、一時途絶えていたが、信徒た
ちの懸命な修理により復活し、現在も定時にアンジェラスの鐘を夙川の街に響かせている。

（蓮沼純一　モダニズム文学研究家）

カトリック夙川教会

古から町の景観を作ってきた町並みの色、都市景観に合わせて装飾を施した街並みの色など、日
常生活の中でさまざまな街の色を見ることができます。また人目に付きやすい原色系の看板・ネオ
ンなども、街の色を作り出す要素です。

街の色はほかに、琵琶湖ホテル、大阪中之島美術館、道頓堀、東大阪のホワイトハウス、姫路城、平
城京跡、青丹色、神戸ポートタワー、明石海峡大橋、御堂筋イルミネーション、伊丹空港の夜景など
をご紹介しています。

生活文化の色

八坂の塔近くにある八坂庚申堂（正式名称：大黒山 金剛寺 庚申堂）の本堂
は、カラフルなお手玉のような丸いもので埋められており、人気のインスタ
映えスポットになっています。これは「くくり猿」と呼ばれるお守りで、猿が手
足をくくられて動けない姿を表しており、走り回る猿を人間の「欲望」に例
え、猿が手足をくくられて動けない＝欲望を抑えるという意味があります。
八坂庚申堂は日本三庚申のひとつに数えられており、庚申信仰では神の使

いとされている猿の、「見ざる、言わざる、聞かざる」の三猿も、本堂をはじめ、いたるところに置かれています。

八坂庚申堂のくくり猿

伏見稲荷大社の朱の鳥居、俗に千本鳥居と呼ばれるものがよく知られてい
ますが、あの色は色彩としての朱色ではありません。禅問答のようで恐縮で
すが、あの朱は蘇えり、つまりは神のチカラの色です。あの鳥居に朱「色」だけ
を感じていたのでは、あの色に込められた人々の祈りや願い、あれだけ多く
の鳥居を奉納した人々の暮らしのありようを理解できないといってよいで
しょう。むろん諸説ありますが、単なる赤色顔料でないことだけは確かで、京

都に暮らしてきた、またこれからも暮らす多くの人々の多様な祈願を示す色なのです。
（井上満郎　京都市歴史資料館長・京都産業大学名誉教授）

千本鳥居の朱

聖徳太子の命日の法要「聖霊会」で奉納される天王寺舞楽は、舞人の装束
をはじめ、それが舞われる石舞台の設えすべてが色彩豊かで美しい。一つ一
つの舞いで装束の色は違いますが、どれも鮮やかです。舞楽は奈良春日大社
などでも舞われていて、美しい色彩を見ることができますが、天王寺舞楽は、
明治時代、一時途絶えかけたものを、大阪の人たちが伝えねばと立ち上がっ
て受け継いでいるもの。お寺のものではありますが、大阪の人の気持ちが込

められた伝統芸能であり、色彩だと思います。（西本梛枝　旅行作家）

天王寺舞楽の衣装

飛鳥時代、聖徳太子が毘沙門天の出現を得て、仏教伝来の戦いで物部守屋
に勝利し、「信ずべき貴ぶべき山」と名付け創建したと伝わる。毘沙門天が現
れたのが寅の年、寅の月、寅の日、寅の時刻であったので、寅の日が縁日であ
る。縁起物も寅がシンボルで、境内入り口には黄に黒の巨大な張り子の寅
「世界一福寅」が祀られており、「信貴山の毘沙門さん」として、関西の人々に
親しまれている。今年は寅年。例年以上に多くの参拝者で賑わっている。私

も正月にお参りしたことは、言うまでもない。（西田孝司　松原市文化財保護審議会会長）

信貴山朝護孫子寺

奈良墨

夏目漱石が「墨の香や　奈良の都の　古梅園」と詠んだ和墨の老舗・古梅園で、その製作工程を見学したこと
がある。ろうそくの炎が幻想的な窓のない部屋では、煤煙を採る職人さんが細かいチェックを怠らない。溶か
した膠と煤を丹念に練り合わせた後の型入れでは、黒く染まった指先に込める力が伝わってくる。乾燥の過程
さえも手間をかけた手仕事で、職人さんの繊細な神経が行き届いてこそ、いい墨ができることを実感した。暑
い時期には膠が傷むため墨作りは行なわれず、見学時の各作業場もとても寒かった記憶がある。機械に頼ら
ない手作業の墨作りは、極寒の時期の製品が最高だという。できあがった墨にもさまざま個性があり、和紙の
上では微妙な表情の違いを見せる。国内の固形墨の90％以上を生産する奈良の伝統工芸品の漆黒は、実に
味わい深い。（玉城一枝　奈良芸術短期大学非常勤講師）

奈良県には社寺が多く、社寺の日常的活動に、紙・墨・筆は欠かせませんで
した。こうした紙・墨・筆の生産に人々が携わり、社寺の活動を支えていたの
です。紙・墨・筆のうち、墨と筆は奈良の特産品になり、今日でも作り続けら
れています。伝統的な墨の製造は、菜種油を燃焼させて、そのときに生じる
煤を集めて製作するのです。
私が奈良で職を得て、最初の給料で墨を買い、墨絵を学び始めていた母に

プレゼントしたことがあります。良い質の墨で、小ぶりでしたが値が張りました。しばらくして実家に帰ると、そ
の墨は未使用のままでした。（上野邦一　奈良女子大学名誉教授）

色には、「色彩としての色」以外にも「気配・調子」、「男女の情愛」などの意味もあり、私たちの日常
生活や風俗風習に密接に関わっています。この章では、私たちの生活に密着した、生活文化の色を
紹介します。

生活文化の色はほかに、なないろ三味線、ギターペイント、阪神間ファッション、色創りの達人、黄
と白の水引き、鯨幕と紅白幕、丹波の黒豆、日清チキンラーメンの袋、お茶の色などをご紹介してい
ます。

イメージカラー

阪急電車のマルーン

阪急電車の車体塗装色は、阪急マルーンと呼ばれている。開業以来の伝統色で、銀色の窓枠とともに、阪急と
いえば上品というイメージに繋がっている。1975（昭和50）年に投入された6300系からは、車体上部（屋根
肩部分）にアイボリーの帯を巻いている。その後の新形式車両は全て帯ありで登場し、在来車の大半にも帯
が付けられたようである。また9300系からは連続窓となっているが、銀色の窓枠はそのまま継承されている。
聞くところによると、車体の塗装には、専用の塗料を用い、下塗り2回・本塗り2回の塗装を行なっているとい
う。
阪急が販売している阪急電鉄カレンダーは、「マルーンの疾風（かぜ）」という名前が付けられている。ピカピ
カ輝くマルーン色は、阪急電車の代名詞として誇るべきものだ。

（藻川芳彦　伊丹市昆虫館友の会副会長・ナチュラリスト）

私のように生まれながらの大阪人の鉄道マニアだけに限らず、市民の誰も
が愛好するのは、阪急電車の渋く落ち着いた濃い栗色（マルーン）である。関
西私鉄では、南海、京阪、近鉄などが豪華・快適な特急列車を開発・投入し
ているが、阪急電車は、特急も急行も各駅停車の車両も、同じマルーン色に
統一されている。この飾らぬが上品で落ち着いたマルーン色のイメージが、
関西人にあまねく親しみと、安全への信頼をもたらしていると言えよう。

（宇田　正　追手門学院大学名誉教授）

大阪から京都へ出向くときは、ほとんど京阪特急を利用しています。急行、
準急、普通とは異なる、赤と黄のツートンカラーの車両が特別なものに思
え、いかにも「特急」に乗ってるんやという気持ちを起こさせるからです。しか
も特急料金がかからないのですから、お得感もあります。厳密に言えば、赤
は「カーマイン・レッド」、黄は「マンダリン・オレンジ」というらしいですね。か
つてテレビカーもありました。懐かしい！

この車両が非常に映えます。大阪の街中で京阪特急を目にすると、思わず見とれてしまい、思わず「ラッ
キー！」と叫んでしまいそうになります。伏見の中書島駅を出た特急が宇治川派流を渡る光景も見事なほどに
絵になっています。将来、何があろうとも、この愛すべきツートンカラーだけは残してもらいたいです。

（武部好伸　エッセイスト・作家）

京阪特急

京福電気鉄道嵐山本線・北野線、通称嵐電（らんでん）は、嵐山への行楽路
線であるとともに、生活の足として市民に親しまれています。嵐電は開業
100周年の2010（平成22）年から、新しいイメージカラー「京紫色」に塗装
した車両を順次投入しました。現在、新旧さまざまな車体に、複数の塗装の
車両が走っていますが、京紫色の嵐電が京都の街のイメージに一番合って
いるようです。

京紫色の嵐電

セレッソはスペイン語で桜を意味する。桜は本拠地大阪市の市花であるか
ら、サッカーＪリーグ、セレッソ大阪のチームカラーは桜色のピンクなのであ
る。
1993（平成5）年の創立だが、前身のヤンマーが数多くのタイトルを手にし
た強豪だったのに比べ、なかなかタイトルに縁がなかった。他チームのファ
ンからはピンクのユニフォームを揶揄する声も。2000（平成12）年、勝てば

優勝のリーグ最終戦、延長戦でVゴール負けした「長居の悲劇」を目撃した。「サクラチル」。観衆の落胆の姿が
忘れられない。
悲願達成は2017（平成29）年シーズン。10月のリーグカップで悲願の初タイトル。優勝後のスタンドからは
選手、監督だけでなく、強化部長や社長のコールも沸き起こった。まさにチーム一丸となった優勝だ。続いて
天皇杯も制し、このシーズンは二冠を獲得。応援スタンドはピンク一色に染まり満開。「サクラサク」となった。

（山下栄二　フリーライター）

セレッソ大阪

コーボレートカラー、ブランドカラー、スクールカラー、チームカラーなど、イメージカラーを設定し
ている会社や学校が多くあります。また電車やバスなどは、車体塗装色や路線カラーを決めて利用
者の便宜を図るとともに、ブランドイメージを浸透させています。

イメージカラーはほかに、大阪メトロの路線カラー、近鉄電車、阪神タイガースの黄色と黒、滋賀県
の銀、京都の紫、大阪の黄金、和歌山県の橙色などをご紹介しています。


